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あ
な
た
で
す　
火
の
あ
る
く
ら
し
の　
見
は
り
役

　
　
　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

十
一
月
九
日（
水
）〜
十
五
日（
火
）

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
火
気
を
使
う
機
会
が

増
え
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え

ま
す
。
火
災
発
生
を
防
止
し
、
死
傷
事
故
や

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

秋
季
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
中
に
お
け
る
総
出
火
件
数
は

六
〇
、
三
九
四
件
で
、
そ
の
う
ち
建
物
火
災

は
三
三
、
三
三
二
件
で
し
た
。
な
か
で
も

「
放
火
」
及
び
「
放
火
の
疑
い
」
に
よ
る
火

災
は
一
四
、
〇
〇
五
件
（
全
火
災
の
二
三
・

二
％
）
発
生
し
、
昭
和
六
〇
年
以
降
連
続
し

て
出
火
原
因
の
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
す
。

放
火
火
災
の
防
止
の
基
本
は
「
放
火
さ
れ
な

い
、
放
火
さ
せ
な
い
、
放
火
さ
れ
て
も
被
害

を
大
き
く
さ
せ
な
い
」
こ
と
で
す
。
放
火
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
地
域
住
民
が
自
ら
放

火
火
災
に
対
す
る
危
機
意
識
を
持
ち
、
安
全

で
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

で
あ
り
、
特
に
次
の
点
に
注
意
し
放
火
さ
れ

な
い
環
境
を
つ
く
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

建
物
に
放
火
さ
れ
た
ケ
ー
ス
を
見
る
と
、

建
物
外
周
部
、
倉
庫
、
物
置
、
車
庫
、
共
同
住

宅
等
の
玄
関
ホ
ー
ル
や
階
段
室
等
の
共
用
部

建
物
に
対
す
る
放
火
対
策

分
な
ど
、
侵
入
さ
れ
や
す
い
場
所
や
人
気
の

な
い
暗
が
り
に
お
け
る
放
火
が
目
立
ち
ま
す
。

◆
施
錠
管
理

を
き
ち
ん

と
行
い
、

外
部
か
ら

の
侵
入
を

防

ぎ

ま

し
ょ
う
。

◆
照
明
器
具

の
設
置
等

に
よ
り
暗
が
り
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◆
建
物
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
放
置

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
夜
間
無
人

と
な
る
工

事
現
場
や

空
き
家
な

ど
は
、
敷

地
内
へ
の

侵
入
を
防

ぐ
た
め
の

囲
い
等
の

設
置
、
電
源
の
遮
断
、
ガ
ス
の
供
給
停
止

な
ど
を
行
う
こ
と
も
必
要
で
す
。

車
両
に
対
す
る
放
火
対
策

　

路
上
、
建

物
外
周
部
及

び
屋
外
駐
車

場
に
駐
車
中

の
車
両
の
荷

台
や
ボ
デ
ィ

ー
カ
バ
ー
、

施
錠
が
さ
れ

て
い
な
い
車
両
の
内
部
に
放
火
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。

◆
不
用
意
に
車
を
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◆
ボ
デ
ィ
ー
カ
バ
ー
を
す
る
際
に
は
防
炎
製

品
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
車
両
の
施
錠
管
理
を
し
っ
か
り
行
い
ま

し
ょ
う
。

そ

の

他

　

夜
間
に
ゴ
ミ
捨
て
場
の
ゴ
ミ
や
放
置
さ
れ

た
新
聞
、
雑
誌
な
ど
に
放
火
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

◆
夜
間
に
ゴ

ミ
を
放
置

し
な
い
よ

う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◆
ゴ
ミ
は
指

定
さ
れ
た
場
所
、
日
時
以
外
は
搬
出
し
な

い
よ
う
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

地
域
に
お
け
る
放
火
防
止
対
策

　

放
火
の
危
険
か
ら
地
域
社
会
を
守
る
た
め

に
は
、
地
域
の
実
状
に
即
し
て
、
町
内
会
、

自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
、
事
業
所
、
関
係

機
関
な
ど
が
一
体
と
な
り
協
力
体
制
を
確
立

し
、
放
火
さ
れ
に
く
い
地
域
環
境
を
つ
く
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
防
火

講
習
会
や
防
火
・
防
災
訓
練
等
を
実
施
し
、

地
域
住
民
の
防
火
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　

以
上
の
こ
と
に
心
掛
け
、
地
域
全
体
で
放

火
に
立
ち
向
か
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〔
三
つ
の
習
慣
〕

●
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

〔
四
つ
の
対
策
〕

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
。

●
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

問
合
せ　

消
防
本
部

　

�
八
七
六－

〇
一
一
九

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〜
三
つ
の
習
慣
・
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〜

お
知
ら
せ

家のまわりに
燃えやすい物を
置かない物置・車庫には鍵を

放火されない環境づくりを ！

ゴミは収集日に出しましょう。

放火されない環境づくりを ！

防災ボディーカバーを
使いましょう。
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広
報
は
や
ま

月
号

１１

　

一
一
九
番
通
報
は
落
ち
着
い
て
正
確
に
伝

え
ま
し
ょ
う
。

　

消
火
活
動
や
救
急
活
動
は
、
一
刻
を
争
う

時
間
と
の
勝
負
で
す
。
皆
さ
ん
の
正
し
い
一

一
九
番
通
報
が
、
迅
速
・
的
確
な
消
防
活
動

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
電
話
機
の
そ

ば
に
自
宅
所
在
地
の
説
明
方
法
や
電
話
番
号

な
ど
の
必
要
事
項
を
書
い
た
メ
モ
を
貼
っ
て

お
く
な
ど
、
落
ち
着
い
て
正
確
な
通
報
が
で

き
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

一
一
九
番
通
報
で
大
切
な
こ
と

①
火
災
・
救
急
の
別

　
「
火
事
で
す
」「
救
急
で
す
」
と
は
っ
き
り

言
う
。

②
場
所

　

住
所
は
正
し
く
、
近
く
の
目
印
と
な
る
目

標
物
等
を
言
う
。

③
火
災
・
救
急
等
の
状
況

　

状
況
に
つ
い
て
正
確
に
わ
か
り
や
す
く
言

う
。

④
通
報
者
の
氏
名
・
連
絡
先
等

　

通
報
者
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
は
っ

き
り
言
う
。

⑤
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報

　

今
年
九
月
か
ら
町
内
で
携
帯
電
話
を
使
い

一
一
九
番
通
報
し
た
場
合
、
直
接
消
防
本
部

に
通
報
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
電
波

十
一
月
九
日
は『
一
一
九
番
の
日
』

の
状
況
に
よ
り
、
使
用
で
き
な
い
場
所
・
通

話
の
状
態
が
不
安
定
な
場
所
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
町
と
隣
接
し
て
い
る
他
市
と
の
境
界
付

近
か
ら
の
通
報
は
、
隣
接
他
市
で
受
信
後
、

町
へ
転
送
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

火
災
・
救
助
・
警
戒
等
で
出
場
し
た
際
の
災

害
案
内
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

�
八
七
五－

四
〇
〇
〇

緊
急
通
報
以
外
の
問
合
せ　

消
防
本
部

　

�
八
七
六－

〇
一
一
九　

内
線
三
三
〇

�

�

�

�
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介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料ののののののののののののののののののののの納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれにににににににににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意ををををををををををををををををををををを！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
　皆さんに納めていただく保険料は、私たちの町の介護保険事業を運営するための大切な財源とな

ります。介護が必要となったときに安心して介護サービスを利用できるよう、保険料は必ず納めて

ください。

　なお、保険料を納めないでいると、介護サービスを利用するときに次のような措置がとられます

のでご注意ください。

※納付が困難な人、外出が困難な人は、福祉課までご相談ください。

問合せ　福祉課　�内線２３２

　本来１割である自己負担

が、いったん１０割（全額）

を自己負担し、あとで町か

ら９割相当分の払い戻しを

受ける支払方法に変わりま

す。（償還払い）

１年間滞納した場合

　左記の９割相当分の払い

戻しを一時的に差し止めま

す。

　さらに滞納が続く場合

は、差し止めた額から滞納

保険料が差し引かれます。

１年６ヶ月間滞納した場合

　滞納期間に応じて、本来

１割である自己負担が３割

に引き上げられます。ま

た、高額介護サービス費が

受けられなくなります。

２年以上滞納した場合

第
十
六
回
流
燈
会
俳
句
入
選
句

（
八
月
十
六
日
）

流
燈
会
大
賞

　

赤
の
ま
ま
母
の
ゐ
さ
う
な
風
が
吹
き

葉
狩　

明
子

葉
山
町
長
賞　
　
　
　
　
　

柳
田　

昭
子

葉
山
町
議
会
議
長
賞　
　
　

畠
山　

和
子

葉
山
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞宮

坂
美
弥
子

葉
山
町
観
光
協
会
長
賞　
　

可
知　

久
子

葉
山
佛
教
会
長
賞　
　
　
　

内
田　

和
子

佳
作　

平
井
道
子
、
佐
藤
桂
子
、
上
野
君

枝
、
渡
辺
知
子
、
高
梨
久
子
、
丸
山
良
治
、

松
尾
憲
勝
、
沼
田
重
吉
、
城
戸
雅
子
、
石

原
和
加
子

※
入
選
句
は
み
そ
ぎ
橋
（
森
戸
海
岸
）
わ

き
の
「
俳
句
掲
示
板
」
と
葉
山
し
お
さ

い
公
園
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

浜
施
餓
鬼
実
行
委
員
会

葉
山
町
俳
句
協
会
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平
成
十
七
年
分
の

年
末
調
整
等
の
説
明
会

お
知
ら
せ

　

税
は
、
私
た
ち
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
、
国
が
活
動
す
る
た
め
の

大
切
な
財
源
で
す
。
正
し
い
税
の
意
義
や
役

割
に
つ
い
て
、
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広

報
・
広
聴
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.nta.go.jp

日
時　

十
一
月
十
五
日（
火
）

　

十
三
時
三
〇
分
〜
十
六
時

　
（
受
付
十
三
時
か
ら
）

場
所　

役
場　

四
階
大
会
議
室

問
合
せ

　

年
末
調
整
・
法
定
調
書
は
鎌
倉
税
務
署

　

�
〇
四
六
七－

二
二－

五
五
九
一

　

給
与
支
払
報
告
書
は
税
務
課

　

�
内
線
二
五
一
〜
二
五
三

東
京
地
方
税
理
士
会
の

無
料
申
告
相
談

大
船
西
友

　

十
一
月
十
二
日（
土
）〜
十
三
日（
日
）

逗
子
市
役
所

　

十
一
月
十
四
日（
月
）〜
十
五
日（
火
）

　
（
五
階
会
議
室
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
十
時
〜
十
六
時

問
合
せ　

東
京
地
方
税
理
士
会
鎌
倉
支
部

　

�
〇
四
六
七－

二
五－
五
二
二
〇

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

ｅ－

 
Ｔ
ａ
ｘ 
を

イ
ー 

タ
ッ
ク
ス

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告
（
所

得
税
・
法
人
税
・
消
費
税
・
酒
税
・
印
紙
税
）、納

税（
全
税
目
）、
申
請
、
届
出
等
が
で
き
ま
す
。

ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

消
費
税
の
事
業
者

免
税
点
の
引
下
げ
と

期
限
内
納
付

　

個
人
事
業
者
の
み
な
さ
ん
、
売
上
一
、
〇

〇
〇
万
円
を
超
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
前
々
年

の
課
税
売
上
高
が
「
一
、
〇
〇
〇
万
円
」
を

超
え
る
と
消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
な
り
ま

す
。
新
た
に
消
費
税
の
課
税
事
業
者
と
な
る

人
は

●
速
や
か
に
「
課
税
事
業
者
届
出
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
々
の
記
帳
や
書
類
の
保
存
が
必
要
で
す
。

　

簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す
る
場
合
は
、
あ

ら
か
じ
め
「
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
個
人
事
業
者
の
今
年
分
の
消
費
税

納
付
期
限
は
来
年
三
月
三
十
一
日
で
す
。

問
合
せ　

鎌
倉
税
務
署

　

�
〇
四
六
七－
二
二－

五
五
九
一

　

毎
月
一
回
地
域
を
選
定
し
、
町
職
員
と
町

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
防
災
倉
庫
資
機
材
等

の
取
扱
定
期
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
災

害
時
に
備
え
、
防
災
拠
点
（
避
難
所
）
の
円

滑
、速
や
か
な
対
応
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

（
十
一
月
）

日
時　

未
定
（
雨
天
の
場
合
は
順
延
）

場
所　

葉
山
中
学
校

対
象
町
内
会　

真
名
瀬
・
森
戸
・
向
原

（
十
二
月
）

日
時　

未
定　
　

場
所　

葉
山
中
学
校

対
象
町
内
会　

元
町
た
か
さ
ご
・
木
の
下
・

あ
ず
ま

（
一
月
）

日
時　

未
定　
　

場
所　

葉
山
中
学
校

対
象
町
内
会　

つ
つ
じ
ヶ
丘
・
牛
ヶ
谷
戸
・

東
伏
見

問
合
せ　

消
防
本
部

　

�
八
七
六－

〇
一
一
九　

内
線
三
一
五

訓
練
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

税
を
考
え
る
週
間

税
を
考
え
る
週
間

税税
をを
考考
ええ
るる
週週
間間
（
十
一
月
十
一
日
〜
十
七
日
）

こ
の
社
会　
あ
な
た
の
税
が
い
き
て
い
る

�『
少
子
・
高
齢
社
会
と
税
』�



１０

広
報
は
や
ま

月
号

１１

「葉山まちづくり町民会議」の提言を提出しました
　「より良い葉山のまちづくりを願う」

人々が委員となり平等の精神のもと、

自由に発言し、町の重要な計画の策定

や施策、町政に関する様々な意見や提

案を町長に提言する場として、公募委

員主体の「葉山まちづくり町民会議」

が、今年６月８日にスタートしました。

　今回のテーマである「第三次総合計

画中期基本計画」についての提言に向

け、委員主体の運営のもと会議が進め

られ、延べ４０数回の会議が開催されま

した。

　分野別に４部会に分かれ、町政に対

して町民の意見を反映するため、各部

会において協議致しましたが、時間的

に十分とは言えず協議は尽くしきれて

おりません。しかし、「より良い葉山

のまちづくりを願う」ことを念頭に、

各委員からの英知と活発な意見が出さ

れ、町民会議の第１回目の提言として

纏めることができ、１０月３日に町長に

提言書を提出しました。

　同席した各部長からもそれぞれの要

旨を説明し、今後において町民会議の

提言が「第三次総合計画中期基本計画」

に反映され発展される事を希望してい

ます。

葉山まちづくり町民会議代表　葉山登吉

問合せ　町民会議事務局

　（政策調整室内）�内線３９０～３９２

　「変貌する現代中国社会」をテーマ

に、（財）かながわ学術研究交流財団と

町教育委員会の共催で開催します。

葉山国際セミナー受講生募集

場所　湘南国際村センター

対象　町在住在勤者（優先）

定員　４０人（抽選あり）

申込み・問合せ　ハガキ、ファックス、

ｅメールで「国際セミナー希望」・

住所・氏名・年齢・電話番号を記入

して、生涯学習課　�内線４５１

　�８７６－２３８１　ｅメール　manabi@

　town.hayama.kanagawa.jp

締切　１１月１５日（火）必着

講　　師内    容日   時
法政大学教授
王敏さん

二重性日本観と中
国観の克服

１１月２２日（火）
１４時～１６時

アジア経済研究所
研究員
今井健一さん

大国の復興―高度
経済成長のゆくえ

１２月１日（木）
１４時～１６時

早稲田大学大学院
教授
園田茂人さん

社会的流動性の高
まりと階層社会の
誕生

１２月５日（月）
１４時～１６時

早稲田大学教授
毛里和子さん

新段階の日中関係
と東アジア共同体

１２月１４日（水）
１４時～１６時

　

現
在
、
町
で
は
、
都
市
計
画
法
や
建
築
基

準
法
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
な
ど
の
ル
ー
ル
に

よ
り
優
れ
た
自
然
環
境
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
ル
ー

ル
は
町
全
域
を
対
象
と
し
た
必
要
最
低
限
の

ル
ー
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
区
の
実
情
に

十
分
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
一
定

の
地
区
の
範
囲
を
対
象
と
す
る
地
区
計
画
の

活
用
が
有
効
で
す
。

　

地
区
計
画
と
は
、
都
市
計
画
法
に
定
め
ら

れ
た
都
市
計
画
の
一
つ
で
、
地
区
の
特
性
に

応
じ
た
き
め
細
や
か
な
独
自
の
ル
ー
ル
を
定

め
る
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
で
す
。

　

地
区
計
画
で
は
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な

ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
建
築
物
の
用
途
の
制
限

　

街
並
み
の
調
和
や
環
境
の
悪
化
を
防
止
す

る
た
め
、
戸
建
住
宅
地
で
共
同
住
宅
の
建

築
を
禁
止
す
る

◆
建
築
物
の
壁
面
の
位
置

　

日
照
や
通
風
の
確
保
、
火
災
時
の
延
焼
を

防
止
す
る
た
め
、
建
物
の
外
壁
か
ら
敷
地

境
界
ま
で
の
距
離
の
最
低
限
度
を
定
め
る

　

地
区
計
画
は
、
最
終
的
に
町
が
都
市
計
画

法
の
手
続
き
を
行
い
決
定
し
ま
す
が
、
そ
の

内
容
は
、
地
域
の
理
想
の
姿
を
定
め
る
と
と

も
に
、
土
地
建
物
等
の
財
産
権
を
大
き
く
制

限
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
か
ら
、
計
画
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、
地
区
の
大
多
数
の
住
民
や

地
権
者
の
方
々
の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
地
区
計
画
の
原
案
作
成
に
あ

た
っ
て
は
、
地
区
の
方
々
が
主
体
と
な
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
地
区
計
画
と
し
て

い
く
か
を
十
分
話
し
合
い
、
ま
と
め
て
い
く

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

都
市
計
画
課

　

内
線　

三
五
一
・
三
五
三

〜
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
〜

活
か
そ
う
！
地
区
計
画
制
度

用途を一戸建の専用住宅に
限ると定めた場合　　　　

このような集合住宅は建てられません

1ｍ�1.5ｍ�

建築物の壁面の位置を　　　　　　　　
　　隣地境界から１ｍ以上と定めた場合




